
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 多様な主体の連携・協働

手法名 「ひろしま山の日」設定とグランドワーク活動

主体 広島県

背景(地域の課題）
　里地里山に関心を持ってもらうため広く人々に普及啓発できる機会を設けることが
求められている。

手法／方策の詳細

（１）山の日県民の集いの設定
　国では定められていない「山の日」を県として設定し、県民に里地里山に対する意
識向上の機会にする。

（２）県民の集いにおける有識者等を招聘した意見交換
　政治家、専門家など様々な人々や有識者を集めて、意見交換を行い県民意識の向
上を図っていく。(図１・２）

（３）山のグランドワーク
　座学だけではなく、高校生から社会人まで、家族ぐるみでの参加も含め実際に山に
入り整備作業などを行うなどの機会を設け山への理解を深める。(図3）

手法・技術的視点
山の日を県民の日として設定することにより、広く内外の有識者を集め、議論を深め
るとともに、グランドワーク活動を合わせて実施し、里地里山に関する普及啓発を行っ
ていく。



Ⅱ実施内容

実行プロセス・運営
体制のイメージ

図・写真資料

参考資料
里なび研修会in石川パワーポイント資料（広島大学　中越信和氏）
情報誌「ひろしまの緑49号」
ひろしま「山の日」ウェブサイト　http://yamanohi.com/blog/

県民の里山に対する意識向上を促進 

左上：図１ 

右上：図２ 


